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1. はじめに 

















                                                                 
1 専修大学日本語・日本事情プログラムでは，春期 4 週間，夏期 7 週間，終期 12 週間，




275,710 人, 教育機関は 1245 機関にのぼる3。この学習者数は世界４位にあた
る。このような中，ウーロンゴン大学では芸術学部において日本語専攻コー
スを開講している。1 年次から 3 年次までが学士，4 年次は修士課程になる。






















                                                                 
3 『海外の日本語教育の現状 日本語教育機関調査 2009 年概要』（国際交流基金，2011
年）P4. 
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表 1 学習者の人数・国籍・レベル 
 
2.2 カリキュラム 
 川崎研修の日本滞在期間は 20 日，そのうち専修大学で日本語の授業を行う
のは 13 日，36 時間である。午前 10：00 から午後 12：50 まで、50 分授業を
3 コマ行う。専修大学国際交流事務課及び川崎市国際交流課が行う午後のイ




































































分析対象は，2010 年の学習者は 14 名，レベルは初級後半から中級で，母語




ーチの学習に当てた。具体的には漢字,発音,聞き取り，Show & Tell である。
それぞれ約 10 分から 15 分程度で指導し，Show & Tell・発音・聞き取りと，
Show & Tell・漢字の組み合わせを交互に行った5。   









旧日本語能力試験の 3 級及び 4 級レベルの問題や初級教科書『みんなの日本
語』の聴解問題，教師作成問題を用い，聞き取りのストラテジーを養成する




                                                                 





ワークの流れは表 2 に示した。 
 






① Show & Tell 
担当学生の発表・Ｑ＆Ａ・教師のコメント 
②  発音 
リピート・オーバーラッピン
グ・シャドウイング・ペア 





表 2 ルーティンワークの流れ（2010 年） 
 
3.2 タスク及び学習項目を焦点化した指導項目 







ックと焦点化学習項目，タスク内容に分けて記述したものが表 3 である。 
トピック 焦点化項目 タスク・教室活動 
自己紹介 敬語 ビジターと自己紹介 





旅行・日本の観光地 普通形・縮約形 ビジターへのインタビュー・発表 
外出の計画と約束 誘う・断る表現 ビジターを誘う 
ビジターの誘いに応える 





意見交換 意見表現 グループでイベントを決める 
七夕  短冊作り 
表 3 教室活動の内容に関して 
130 














































調査を行ったところ，教師に関しては，A が 11 名，B が 3 名と高い評価を得
た。また，授業内容に関しては，A が 6 名，B が 4 名，C が 3 名，授業の進
め方・教え方については, A が 7 名，B が 5 名，C が 2 名と高評価であった。
いずれも D，E の評価はなかった。プログラムの役立ち度に関しては，90％
が 4 名，80％が 3 名，70％が 6 名，60％が 1 名であった。学習者はコースの
内容に高い満足度を示していることがわかる。 
 また，コース終了後にクラスで行った学習者 13 名12のコース後アンケート
の結果からのルーティンワークの満足度を指導項目ごとに示したグラフが図
1 である。尺度は A～E の 5 段階で，A（とても満足），B（満足），C（普
通），D（不満足），E（とても不満足）となっている。どの科目もほとんど
が満足していることがわかる。 
                                                                 
11 A
excellent―B― Cgood－D－Ebad  








図 1 ルーティンワークの満足度 
  
タスクを中心にした授業に関しても満足度が高く，中でも最も満足度が高かっ
たのは料理タスクであった。13 名中 11 名が A，2 名が B であった。自己紹介タ
スク・七夕・誘う・断るに関するタスクにそれぞれ D と評価した学生が 1 名ず
ついた。タスクに関して，それぞれ A を 4 点，B を 3 点，C を 2 点，D を 1 点，
E を 0 として点数化し，学習者の評価の平均を出したグラフが図 2 である。 
図 2 からもわかるようにタスクの満足度はすべてが 70％以上で，高い評価
を得ている。さらにビジターセッションに対する評価も高く，13 名中 10 名
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